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(
前
…
回
の

町
民
祭
で
の

風

景

)

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
参
加
を
/

み
の
り
の
秋
を
む
か
え
、
恒
例
の
町
民
体
育

祭
を
、
き
た
る
十
一
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

町
内
各
種
団
体
を
中
心
と
し
た
競
技
と
町
民

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
隣
り
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
多
数
ご
参
加
く
だ
き
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
無
期
延
期
と
し
ま
す

な
お
、
お
手
数
で
す
が
、
当
日
む
し
ろ
を
各

人
ご
持
参
く
だ
き
い
。

十
おもな内容� 

ジベ
一つ 
u

O 議会だより� ・0

0 

O イン� 7Jレエンザ� A 

予防機種を受けよう

月
三
一
日
(
文
化
の
日
)
は
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昭和� 48年11月 1日

九
月
定
例
町
議
会
は
九
月

二
十
七
日
開
会
し
、

町
長
提 

一般 会計�  

74 227補正予算 千円(追加額)

出
六
議
案
、
議
員
提
出
二
議

案
を
原
案
ど
お
り
議
決
し
、

十
月
九
日
開
会
し
ま
し
た
。

' 
文書広報課を新設

な
事
業
は
、
同
和
対
策
事
業
費

一 

、

一-ニ一二
千
円
、
横
瀬
保
育
所
改
築
判

九
千
円
(
久
園
地
区
)
、

横
瀬
保
育
所
を
改
築

。
昭
和
四
十
八
年
度

一
般
会
計
補
正

9 月 定 例

議会

町
道
改
良
資
二
、

ご
ニ 

千
円
で
総

額
六
二
九、

し
た
。

O

一
四
四
千
円
と
な
り
まみかん圏のスプリンクラー

昭
和
四
十
七
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
に
附
託
し
、
閉
会
中
も
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
定
例
識
会
に
鯖
願
、
陳

情
普
に
つ
い
て
は
、

三
件
採
択
、
一

件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し

た

敬

老

年

金

も

引
き
上
げ
て
ほ
し
い

七
議
員
が

一
般
質
問

中
西
晴
美
議
員

一
、
棚
野
、
久
固
と
改
修
後
の
生
名

谷
川
を
結
ぶ

一
連
の
用
排
水
施
設

の
早
期
施
行
と
同
地
域
の
市
街
化

構
想
に
つ
い
て

一
、
金
町
的
な
上
水
道
、
排
水
、

じ
ん
あ
い
処
理
対
策
に
つ
い
て

一
、
横
瀬
小
学
校
新
築
工
事
の
具

体
的
推
進
状
況
に
つ
い
て

一
、
横
瀬
小
学
校
と
坂
本
小
学
校

の
合
併
問
題
の
推
進
状
況
と
教

育
行
政
に
対
す
る
法
本
的
姿
勢

に
つ
い
て

佐
藤
鳶
治
議
員

一
、

町
人
事
異
動
に
関
す
る
町
長

め
基
本
的
考
え
方

小
関
武
夫
識
員

一
、
県
道
問
題
に
つ
い
て

一

じ
ん
あ
い
処
理
対
策
に
つ
い
て

滝
口
良
一
議
員

一
、
生
名
谷
川
の
補
償
工
事
で
あ
る

中
角
水
利
に
つ
い
て

一
、
一
万
ト
ン
ジ
ュ
ー
ス
工
場
の
誘

予
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

追
加
額
七
回
、

二
二
七
千
円
で
主

九
、
七
九
七
千
問
、
農
地
伐
と
し
て

坂
本
燥
地
保
全
負
伺
金
四
、

O

致
に
つ
い
て

一
、
観
光
開
発
、
ゴ
ル
フ
場
の
誘
致

に
つ
い
て

味
間
喜
久
雄
議
員

一
、
暴
力
排
除
、
具
体
的
施
策
に
つ

い
て

一
、
敬
老
年
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
一
、
母
下
位
康
セ
ン
タ
ー
の
世
世
に

つ
い
て

一
、
文
書
広
報
活
動
に
つ
い
て

一
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

西
浜
勝
己
議
員

一
、
乱
開
発
防
止
と
ゴ
ル
フ
場
誘
致

に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

一
、
ス
ポ
ー
ツ
仮
興
と
学
校
教
育
め

関
連
性
に
つ
い
て

一
、
町
人
事
異
動
と
町
長
の
ぷ
本
的

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
本
圭
一
議
員

一
、
ジ
ュ

ー
ス
工
場
誘
致
に
伴
、
っ
湾

問
題
に
つ
い
て

議
会
』
事
務
局

一
四 

千
円
、
今
山
農
道
二
、
九
四

O
千
円
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
施
設
モ
デ
ル
園
事

業
費
五 

改
築
さ
れ
る
機
瀬
保
育
所

MUS04
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議会だより
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V

V

総

務

課

V可V

立F器産 用 ヨ三� ヨ三 3? ノ凡必� 
1又

業 守努 -.:1'i

文
書
広
報
課
が
設
置
さ
れ
、

お
り
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま

電
話
交
換
手

文
書
広
報
課

課

民

課

長

補

佐

十
月
一
日
付
を
も
っ
て
、

人
事
異
動

ミ

小

谷

和

克

(

総

務

部 

)

!f

矯

ミ

ス

千

(
住
民
一
泊
祉
課
)

打
合
サ
キ
ヱ

(
総

務

諜 

)

山

平

志

信

(

総

務

課

)

前

野

初

美

(総

務

課 

)

大

谷

泰

子

(

総

務

課

)

一平
岡
ト
ク
ヱ

(

産

業

税

)

山

下

末

雄

(教
育
委
員
会
)

言己言来 言己 宇雨員 場
戸 _ Fコ

建川

設茂

言巣
新
し
く

次
の
と

し
た
。 

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ

文

書

係

一
、

条
例
、
規
制
及
び
規
程
に
関

す
る
こ
と
。

二
、
公
管
式
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
公
文
書
の
収
受
、
浄
持
及
び

発
送
に
関
す
る
こ
と
。

マ
広
報
企
画
係

一
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
公
聴
に
関
す
る
こ
と
。

一一
一
、
ぷ
本
構
惣
及
び
合
同
の
調
終

に
関
す
る
こ
と
。

四
、
統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と
の

文
書
広
報
課
の
分
掌
事
務
の
概
要

用

務

員

新
し
〈
設
置
さ
れ
た

~~ 門
主合、 田

内務久
は美
|日 吉栄
任 )

文
害
広
報
課

十+ 円ij号 に 規定する給付の受給資 福 祉 年 金 �  
1|国民年金法の改正 

物事tfiニたる l明 11tl を I由'~îたしている者 
(1) 年金額の引き上げ(昭和48年 10

(1) (2) 加入中山l明/1¥J 昭和48年 10月� 1 月実地) 
  

このたび、国民年金法の一部改正 日 か ら 、 昭 和49年� 3月31日まで。 
  
I寅目 毛見 干す 改 工E

年金額 年金額
老 令

39，600同� 60，000円
福祉年金�  (月額 3，3∞円) (月額 5，∞0円)

障 主主ニ
年金額 年金額�  

60，000円� 90，000円
福祉年金 円)0，∞5(月額 (月額 7，500円)

年金額 年金額
母 子

51，600円� 78，000同
福祉年金�  円)O，日6(月額(月額 4，制円)

があり ましたので、その内容に つ い
(3) 保険料は資栴を取得した自の属

て 今回から�  2固 に わ た りぬ岐します。
する月ィltから �  1 カ月� 9001エJ 

月から力日入申し出を6'-斗45召和u

高令任意加入 ( 5年年金) σコ� した臼の l瓜 する月の前月までの )~J 

再開�  
tI，ijに ついて、� i月 に つ い て �  900同

を、 目白相50年� 6月30日 までに一括
(1) 	 明治39年� 4月� 2臼から明治44年� 

又は分納で納付ーすることができる。�  
4 月� 1日までの問に生まれた人で、

(5) 受給資格l立、次の(イ)、(口)、けの

(4) 

(¥次にぬげる事項に核当 しない人に、

再び 5年年金加入の 機会が主主けら� 
則 IUIを合算した1問問が 5年に途し�  

tlました。
fニとき 。

(イ) 被用者年金各法の被保険者又
(イ) 昭和48年 10月� 1日以後の国民 (2) 本人所得制限の改正(昭和48年� 

は組合只 (恩給法に定める公務
年金保険料納付済期間

5月 実 焔 )

(ロ) (イ)の期間が 2年以上である者
限度叡l 現 行 犯 万 円 を 43万円に

長i及び他の法律によ り恩給法に

定める公務員とみなされる者、�  

1災林漁業団体職員共済組合の任

意継続組合主i並びに国会議員を

含む。)

(イ)の(2) 普通地方公共団体の機会

の磯上司及び特別区の級会の主義貝

(口) 公的年金給付(戦傷病者戦没

者遺族等援護法に越づく年金た

る給付、未J吊A者悩守家族等、

彼 3聾法に Jl~づく留守家族手当及

び特別手当を|徐く 。)のうち老令

号|き
の H召和48年 10月� 1日 仰の悶民年

金保険料納付前期IUI


(斗 (4)の納付期間 
  

(6) 	 年金額は、� 96，000円(月頒8，000

同)。支給は(5)の期IHIをみたした人

が 65オに達したとき、又は65オに�  

j;tした f圭に(5)の均11:円を耐iたしたH寺

ヵ、ら 。� 

Aι .，k. 必λ~Á. 

ニlずる 。1_

(3) 	 扶養義務者所得制限の改正

(昭和 48年� 5月実施)

限度額現行年収�  250万円(6 

人世帯)を�  600万円に引き上げる。�  

(4) 	 恩給等と伴給制限の改正(昭和�  

48年 10月実施)

(イ) 普通扶助料との併給

限度額現行 6万 円 を 10万同に

引き上げる o

(ロ) 戦争公務による扶助料とのf.lt 

t合

まて'とする 。'1，"，ζまでをチT王見干子中時	とする年金~}:由~又は退職を支給 

た る給付を受けること が で き る 者 	 住民福祉課

MUS04
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金

改」

し
尿
処
理

訂(連海込フ
住
民
福
祉
課

し
尿
処
理
料
金
が
、
次
の
と
お
り
改

訂
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

百
八
十
リ
ソ
ト

ル
(
一
石
)
当
り

投
棄
料
五
百
五
十
円

汲

取

料

四

百

円

計

九

百

五
十
円

た
だ
し
、
九
百
五
十
円
の
う
ち
、町

が
二
百
円
を
負
伺
し
ま
す
か
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
お
支
払
い
に
も
る
傾

は
百
八
十
リ
ソ
ト
ル
(
一
行
)
当
り

七
百
五
十
円
で
す
。

改
訂
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で

す。一
、
投
棄
料
の
改
訂

海
洋
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
よ
り
、

糊
岬
か

ら
六
十
四
梅
里
以
上
の
南
洋

に
投
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
投
棄
船
の
改
造
、
船

員
の
増
員
な
ど
に
よ
り
、
必
要
経
官

が
増
額
し
た
た
め
で
す
。

二
、
汲
取
料
の
改
訂

汲
取
料
は
、

昭
和
四
十
一
年
か
ら

料
金
の
改
訂
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

諸
物
価

の
高
騰
な
ど
に
よ
る
値
上
げ

で
す
。 昭

和
四
十
八
年
十

一
月
一
日
か
ら

五
日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
に
む
り
ま

す。
毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
新
聞
の

社
会
而
に
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
「
猟
銃
が
暴
発
し
て
」
と
か
「
誤

っ
て
引
き
金
を
引
い
て
」
と
い

っ
た

猟
銃
信
事
事
故
の
記
事
が
載
り
ま
す
。

十

一
月

一
日
が
ら
来
年
の

二
月
十

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十

二
月
一
日
か
ら
車
庫
が
わ
り
の
路
上

駐
車
が
禁
示
な
り
ま
ず
。
ま
た
、
普

通
自
動
車
(
軽
自
動
車
を
除
く
。
)
以

上
の
自
動
車
を
買
っ
た
と
き
や
使
用

の
本
拠
一
の
位
置
の
変
更
を
し
た
と
き

は
、
響
察
署
長
の
保
管
場
所
証
明
が

な
け
れ
ば
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

町
内
で
道
路
を
い
阜
峰
が
わ
り
に
使

っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

か
ら
、
十
二
月 

日
ま
で
に
、
市
庫

ま
た
は
車
庫
が
わ -
り
の
保
管
場
所
を

そ
れ
ぞ
れ
み
な
さ
ん
が
確
保
し
、
十

二
月

一
日
か
ら
道
路
へ
恥
出
干
し
て
あ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
立
し
て
く
だ

さ
い
。 前

号

(十
月

一
日
発
行
分 
)
で、

必
要
と
な
り
ま
す

自
動
車
に
は
す
べ
て

保
管
場
所
(
車
庫
)
が

狩

猟

解

本~
刃之

」

が
た
に
お
ね
が
い
し
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
こ
う
い

っ
た
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
猟
銃
の
保
持
・
保
管

は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い

、
つ
こ
と
で
す
。
「
つ
い
う
っ
か

り
」
な
ど
と
い
う
言

い
わ
け
は
絶
対

に
通
用
し
な
い
と
覚
悟
し
て
、
間
違

っ
て
も
禁
猟
区
や
人
家
の
近
く
、
ま

た
み
か
ん
の
と

り
入
れ
が
終
る
ま
で

の
み
か
ん
困
の
周
辺
で
は
、
安
全
ケ

ー
ス
か
ら
出
し
て
持
ち
歩
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ベ
テ
ラ
ン
の
ハ
ン
タ
ー
で
し
た

ら

ま
さ
か
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
患

い
ま
す
が
、
と
り
た
て
の
資
格
者
の

中
に
は
見
て
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
る

よ
う
な
場
面
を
見
か
け
ま
す
。
無
資

格
の
素
人
や
子
供
が
、
同
じ
よ
う
に

扱

っ
た

り
、
お
も
し
ろ
半
分
に
引
き

金
を
山引
い
た
ら
ど
ん
な
結
果
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
か
り
間
述
、
え

ば
凶
山
市
に
す
ら
な
る
猟
銃
の
管
理
に

は
念
を
入
れ
て
取
り
扱
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

狩
狐

シ
ー
ズ
ン

来
る 

1=

そ
こ
で
、
と
く
に
ハ
ン
タ
ー
の
方

術
湖
畔
肌
ト
代
所

村
岡
部
長

予 防接種の お し ら せ "
インフルエンザ予防接種目程表� j 

j 百日咳・ジフテリア・破傷風� j 
"'--ー : の3種混合予防接種� II月日| 時 間|場 所� 1 1月日 | 時 間� l 場 所� 

; 月日� 11月29日 (木 I I11.16113:30-15 ∞|附与111内持所 1 111刈13:3ト� 15 ∞|鴨塵与川内事章所� 

i 時 間 午 後 1時 30分� -3時 l' 'J1i_ IA . ')f¥ IZI.i'¥'，� _ ー� 1'0'J _ LJ...'， h l27113:30-14:201悩祉セ/ター� 1-112.4113:30-14・，1，0 • OA  ".  OAI ;o'" ._ '.201福祉センタ1 
1 
卜� 11' '}"l111. h 

j 場所住民福祉センタ ー �  21l皆� 1 '1-----+--------11 1 1...-

; 料金無 料� 1 111.27114:30-15: 30 1生名セン タ-1112.4114:30-15:301生名センタ-

骸当者�  |回|11.28114:0ト� 15:301生比奈撲来場|回 |12.5114 :∞-15:301生比奈撰果場� 

i 
J 

よ
※ 

?1221コニ位、� I I12.11113:30-15:00 1 星谷公会堂I~ れト 1 5 : 0作谷公会堂�  

|目� 
ト ペ官官九 1 カ年� 1 112.13113: 30-15 刈檎両両]112.20113:30-15:001山間�  

) を過ぎた乳児。(母子手帳31べ� | 112.14114 :00-15 叫坂本小学校 1 112.21114:00-15 叫坂本小学校�  

i ージを見てく ださい。) この予防按砲は、�  2回受けなけ�  ③ 妊産婦、その他、医師から楼�  f 
i ※ 接種を受けるニとができ

ればなリません。 極を不適当と 1aめられた者�  i 
f ない者 予防機内を受けではし、けない者

はしか」や他 の予防接種を ①鶏卵に対し特具体質者 料 金� 

j うけてから満 1ヵ月をすぎない者� ② 心臓病、腎蔵病、結尿病、脚�  3オ以上 6オ未満�  100同 (1回 分� 

i その他、身体 に異常のある者 気、病後衰弱者、 リ ンパ腺体質�  6才以上15オ未満�  150円(1回 分� 

j 思想.::t設 立三ニ~ 者、問者。�  15オ以上�  250円(1回 分

!12中 :00-15ω|沼江保育 R叶目 |12.19114:0日3回 接 種 を 受 け て いない者�  5 叫沼江保育所

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
し尿処理料金の改訂

MUS04
テキストボックス
狩猟解禁
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l

柑
橘
(
普
通
温
州
着
色
開
始

H

成
熟
期
、
根
伸
長
停
止
期
)

一
、
収
機
前
の
薬
剤
散
布

イ
オ
ウ
削
欣
布

世
相
色
を
良
く
し
、

貯
蔵
力
の
噌
進

を
は
か
る
た
め
、
収
槌
十

1
二
十
�
 

前
に
石
灰
イ
オ
ウ
合
剤
百
倍
か
水
和

イ
オ
ウ
(
製
品
に
よ
り
濃
度
異
な
る

を
一
�
 1
二
回
散
布
す
る
。
蔭
地
と
か

キ
ワ
ダ
方
面
で
は
、
有
灰
イ
オ
ウ
ム
円

剤
を
主
体
と
す
る
。

ダ

ニ

剤

秋
ダ
ニ
は
、
貯
蔵
庫
へ
持
ち
込
む

と
大
変
で
す
。
収
機
前
に
必
ず
ア
ゾ

7

イ
ト
乳
剤
千
倍
液
を
欣
布
す
る
こ

と
。
(
イ
オ
ウ
剤
と
の
混
用
可
)

貯
蔵
病
害

貯
蔵
中
に
腐
敗
す
る
青
カ
ビ
、
繰


カ
ビ
病
を
防
ぐ
た
め
、
ト
ッ
プ
ジ
ン


千
倍
ま
た
は
ベ
ン
レ
ー
ト
四
千
倍
液


を
欣
布
す
る
。

(
ト
ソ
プ
ジ
ン
は
、


収
槽
前
固
ま
で
、
ベ
ン
レ
�
 卜
は
、

収
機
七
日
前
ま
で
に
散
布
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
�
 

¥¥  

貯築用  

チッソ

kg 

10 .5 

リンサン

kg 

6 .3 

カリ  

kg 

8 .4 

十 万 7.2 5 .4 6 . 0 

早 生
山(第 2凶目 

畑 町 み )
6 .0 4 .8 3.6 

戸¥

(、


O 三
、
収
機
、
貯
蔵

適
期
採
収
す
る
こ
と
。

貯
蔵
み
か
ん
の
採
収
は
、
十

一
月

下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
の
聞
が
適
期

で
あ
り
ま
す
。
未
熟
泉
の
早
取
り
は
、

貯
蔵
中
の
目
減
り
が
多
く
な
り
、
お

e

手
入
を
マ
メ
に

一

ス

ト

ー

ブ

の

大

き

き

ゃ

型

は

、

部

屍

の

も

と

、

ご

用

心

く

だ

さ

い

引

の
広
さ
を
考
え
て
き
め
ま
し
ょ
う
。
か
�
 

燃
焼
簡
の
こ
ま
か
い
穴
に
ス
ス
や
ほ

な
り
広
い
部
屋
(洋
聞
な
ど
�
 
)な
ら
対
花

…
型
の
大
き
い
も
の
を
。
狭
い
部
屋
に
は
、

一
反
射
型
を
部
屋
の
片
す
み
に
。
ど
ん
な

一
ス
ト
ー
ブ
で
も
際
子
や
ふ
す
ま
、
カ
�
 

-
テ
ン
な
ど
か
ら
、
は
な
し
て
お
く
方
が

こ
り
が
た
ま
る
と
、
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
て
、
に
お
い
が
出
た
り
、
頭
痛
や

は
き
気
を
起
こ
し
ま
す
。
古
い
ハ
ブ
ラ

シ
な
ど
で
払
い
、
乾
い
た
布
で
ふ
い
て

お
き
ま
す
。
反
射
板
が
曇
る
と
熱
効
率

)(IOa当り  

長
果
が
混
入
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

・
圧
迫
仰
を
防
ぐ
た
め
、
来
実
の
巡

…
国
間
以
閣
凶

…

型

に

合

っ
た

置

場

所

に

上
記
三
種
混

用
は
い
け
な
い
の

三
種
と
も
散
布

し
た
い
闘
で
は

先
に
殺
ダ
ニ
削

に
イ
オ
ウ
合
剤

を
加
え
、
収
機

前
に
貯
蔵
病
害

薬
に
イ
オ
ウ
剤

を
加
え
る
。

二
、
秋
肥
の
施
用

秋
肥
は
、
樹
勢
の
早
期
回
復
を
は

か
り
、
貯
蔵
養
分
の
替
梢
を
促
し
、

翌
年
の
活
花
生
長
に
備
え
る
た
め
で

す。
樹
上
の
岡
市
実
に
影
響
の
な
い
限
り

早
い
方
が
よ
い

。
中
旬
ま
で
に
地
用

す
る
こ
と
。
�
 

そ
取
り
果
は
、
浮
皮
や
霜
当
り
が
で
搬
は
八
分
荷
で
行
い
、
無
理
に
押
し

き
て
腐
敗
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
っ
け
な
い
こ
と
。

樹
勢
が
弱
り
翌
年
の
渚
花
が
著
し
く

・
ヘ
タ
も
ぎ
慨
を
防
ぐ
た
め
、
果
実

惑
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
閉
じ
聞
に
体
を
近
ず
け
る
か
枝
を
十
分
休
に

内
で
も
熟
度
が

一
様
で
な
い
の
で
、
引
き
つ
け
安
定
し
た
姿
勢
で
作
業
を

長
期
貯
蔵
み
か
ん
を
適
期
内
に
優
先
行
う
。

的
に
採
取
し
、
そ
の
他
の
も
の
を
二

・
打
傷
を
防
ぐ
た
め
、
果
実
を
取
り

次
採
取
す
る
方
法
が
よ
い
。

カ
ゴ
に
投
げ
入
れ
な
い
こ
と
。
�
 

果
実
に
傷
を
つ
け
な
い
こ
と
。

・
あ
や
ま

っ
て
地
上
に
ザ
治
し
た
果
実

貯
蔵
病
害
中
、
青
カ
ビ
、
緑
カ
ビ
は
、
別
に
処
分
す
る
こ
と
。

な
ど
は
採
収
、
運
搬
時
の
傷
が
最
大
�
 

貯
蔵
み
か
ん
の
条
件

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
果
実

・
完
全
着
色
が
理
想
で
あ
る
が
、
七

の
取
扱
に
は

一
切
の
傷
を
つ
け
な
い
分
着
色
以
上
の
も
の
は
適
当
で
あ
る
。

よ

う

に

細

心

の

注

意

を

払

わ

な

け

れ

過

熱

果

(

浮

皮

果
)
は
、
貯
蔵
力

ば
な
ら
な
い

。

が
劣
る
。

・
す
れ
仰
を
防
ぐ
た
め

、
保
取
巡
搬

・
日
光
の
よ
く
当

っ
た
外
周
や
立
枝


か
ご
に
は
、
必
ず
内
張
り
に
す
る
こ
結
果
の
充
実
し
た
も
の
が
よ
い
。


と
。

・
巣
実
の
大
き
さ
は
長
期
貯
蔵
に
は
、


・
爪
似
を
防
ぐ
た
め
、
爪
を
一知
く
切
�
 

級
以
上
と
す
る
。


り
撰
別
に
あ
た
る
人
は
、
手
袋
を
沼

・
着
色
不
良
果
、
浮
皮
果
、

小
玉
果
、


用
す
る
こ
と
。

下
登
校
結
果
の
も
の
は
、
早
出
し
用


・
ハ
サ
ミ
の
切
れ
味
を
よ
く
し
、
ッ
と
す
る
。

ル
切
り
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
露
の
あ
る
岡
市
尖
は
、
腐
敗
し
や
す

O・
さ
し
仰
を
防
ぐ
た
め
、
枯
枝
や
帆
い
の
で
附
上
に
露
の
あ
る
時
は
採
取

M O危
険
も
多
い
の
で
き
け
て
く
だ
さ
い
。

一

…

点

病

被

筈

巣

は

、

貯

蔵

後

期

に

農

業

セ

得
炉
内
計
四
日
ー
は
い
け
日
月
二
詰
い


-
m

ン
タ
ー

し
な
い
�
 
0

軸
腐
病
が
多
発
す
る
の
で
、
長
期
貯

蔵
用
に
は
不
向
で
あ
る
。

そ
の
他
注
意
あ
項

・
果
実
巡
搬
用
モ
ノ
ラ
ソ
ク
、
索
道

等
に
人
は
乗
ら
な
い
こ
と
。

・
貯
蔵
中
は
、
腐
敗
巣
の
点
検
、
換

排
気
、
箱
の
帰
し
替
え
な
ど
に
注
意

す
る
。

O・
出
荷
は
、
各
出
荷
機
関
の
指
示
に

従
い
、
鮮
度
の
あ
る
う
ち
に
出
荷
を

-
7
7
0

〆

1
 
-

・
採
収
の
際
、
業
は
で
き
る
だ
け
落

ン
ト
前
後
と
す
る
。
�
 

Jき
な
い
よ
う
・
し
が
け
る
こ
と
。

・
撰
別
は
、
共
同
出
荷
を
前
提
と
し

て
用
途
、
出
荷
時
期
別
に
で
き
る
だ

け
厳
重
に
仕
分
け
る
こ
と
。

・
庫
内
へ
の
入
庫
量
は
、

二
立
方
メ

ー
ト
ル
当
り
八
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
惨

と
す
る
。

・
貯
蔵
予
他
は
、
で
き
る
だ
け
短
期


間
(
十

1
十
五
日
)
に
三
�
 四
パ
ー


セ
ン
ト
の
水
分
を
発
散
さ
せ
る
こ
と

0


・
貯
蔵
中
の
温
度
は
、

三
1
八
度
、

関
係
湿
度
は
八
十

1
八
十
五
パ
ー
セ

i

や
わ
ら
か
い
紙
に
つ
け
て
ふ
き
、
仕
上

げ
に
何
も
っ
け
な
い
紙
で
み
が
く
よ
う

に
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
水
ぷ
き
は
サ
ピ

。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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家

族

療

養

費

の

給
付
率
が
七
割
に

健
康
保
険
法

改
正
な
る

会
る
、
九
月
十
八
日
悶
会
に
お
い

て
、

健
康
保
険
法
案
が
成
立
し
、
昭

和
四
十
八
年
寸
月

一
日
か
ら
地
行
さ

れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
改

正
内
容

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し

ま
す
。

1 カ込� 10 ! 

jら月 〈� 

i実� 1 
j施日�  i

現� 1=r項 目 改 正

引家族き療上養げ費.の給付率の 家族についての医療費の� 7害1I

家族の療養に要した費用のうち、自己負担となる額が� 1カ月

家族についての医療費の� 5害1I

な し高額療養費の新設
に3万円を超えるときは 、超える分を療養費として支給する。

標準報酬月額の半額で最低保障額
標準報酬月額の半額で最低保障額� 6万円分べん費の引き上げ

2万 円

配偶者分べん費�  6万円

埋葬料の引き上げ

1万問�  

標準報酬月額の� 1カ月分で最低保障額 3万円

家 族 埋 葬 料� 

標準報酬月額の� 1力月分

3万円

標準報酬月額の上 ・下� 

2千 円�  

l級� 3，000円から
1級20，000円から35級200，000円まで

36級� 104，000円まで
 

70 


限の改定� 

標準報酬月額の� 72保険料率の改定�  標準報酬月額の� 1000 1000 

定額補助 給付v1.の]0%の定率補助国庫の定率補助

、---

険
税
な
ど
の
対
象
と
な
る
今
年
の
み

か
ん
の
所
得
に
つ
い
て
は
っ
さ
の

方
法
で
調
査
、
交
渉
す
る
こ
と
に
な

リ
ま
し
た
。 

①

股
協
へ
出
荷
し
て
い
る
生
産
者

は
民
協
で
調
布
し
、
団
体
折
衝
す
る
。 

①

段
協
以
外
に
版
売
し
て
い
る
生

産
者
で
調
位
、
交
渉
の
み
内
同
協
へ
依

頼
す
る
生
践
者
は
医
及
び
農
協
で
調

作
し
、
同
体
折
衝
す
る
。 

①

前
記
訓
併
を
折
斉
す
る
生
経
者

に
つ
い
て
は
、
町
ま
た
は
悦
務
官
引
で

調
布
し
ま
す
。

税
務
保
険
課

町
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

集
合
徴
収
に

よ
る
町
脱

の
納
期
は
、

毎
月
末
日 

(
十
三
月
分
は
、
十
二
月

二
十
五
日
)
で
す
。

納
税
貯
諮
組
合
貝
で
符
促
が
で
て

い
る
組
作
買
が
あ
り
ま
す
の
で
、
残

高
を
確
認
し
、
朋
臼
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

所
得
税
や
町
民
税
、
国
民
健
康
保

調

査

方

法

昭
和
四
十
八
年
産

み
か
ん
の
課
税
所
得

町
納
税
貯
蓄
組
合
会
長

、」

納税者の声を聞� C旬間 lJ~ltJ上明 お
ご
意
見
を

待
ち
し
て

手η、

国
税
庁
で
は
、
毎
年
十

一
月

一
日

か
ら
十
日
ま
で
を
「
納
税
者
の
声
を

聞
く
旬
間
」
と
し
、
こ
の
期
間
中
全

圃
の
税
務
課
で
、

・い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旬
聞
は
、
税
金
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
山

く
納
税
者
の
か
た
か
だ
か
ら
、
お
附

き
し
て
税
制
や
税
務
行
政
の
巡
営
商

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
税
務
密

の
仕
事
の
内
容
を

一
般
の
か
た
に
よ

く
知

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
が
悦
金

に
つ
い
て
日
ご
ろ
か

ら
考
え
て
お
ら

れ
る
ご
意
見
や
、
ご
袋
一
斑
な
ど
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
持

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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無駄をなくそう
戸、『

電気はみんなの


エ.ネルギ 


四国電力だより

隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い
防
火

お
日
か
ら
秋
の
火
災
予
防
運
動

十

一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二

標防

語火

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ぱ

こ
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

。
常
日
ご
ろ
か
ら
万

一
に
そ
な
え
、

消
火
器
具
を
備
え
つ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

。

火

様

、

暖

房
器
具
は
正
し
く
使

用
し
、
使
用
後
は
碓
実
に
点
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、

陸
上
の
七
桶
目
に
出
場
、
肝
球
が
準

決
勝
ま
で
進
出
し
た
ほ
か
、
各
純
白

で
善
戦
し
ま
し
た
。

。

職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

去
る
九
月
十
六
日
か
ら
十
月
四
日


ま
で
ナ
イ
タ

ー
を
利
用
し
て

一
-十
間


千
�
 
ム
が
参
加
し
、
毎
夜
二
次
ん
け
を


行
い
、
決
勝
械
で
勝
浦
電
子
チ
ム


が
六
刈
五
の
ス
コ
ア
で
勝
浦
郵
便
局


A
Vチ

ー l
ム
を
破
り
悩
勝
し
ま
し
た
。

勝
浦
体
協
対
気
動
車
区
五
回
裏

勝
浦
体
協
無
死
満
塁
か
勺
早
川
の
走

者
一
掃
の
長
打
で
松
浦
、
悔
山
相
次

ぎ
生
還
。
捕
手
卯
月

日
ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
隣
に

も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い
防
火
」
を
統

一
際
語
に
、
秋
の
火
災
予
防
連
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
と
う
と
い
財
産
を

一
瞬
に
し
て
奪
い
去
る
恐
し
い
火
災

も
そ
の
原
因
を
み
る
と
た
ば
こ

の
不
始
末
、
た
き
火
、
こ
と
も
の
火

遊
び
:
・
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

隣� 

剤� 
E 

t十あづCまtlj)lj火

A

V

4

4

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
火
災
で
の
死
亡
者
は
老
人
、

病
人
な
ど
が
多
く
、
し
か
も

一
人
で

い
る
場
合
に
多
い
よ
う
で
す
。

各
家
庭
、
各
職
場
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

入
、
病
人
、
幼
児
の
就
寝
場

所
の
同
点
検
を
行
い
、
出
入
口
か

ら
離
れ
た
場
所
で
の
就
寝
を
避
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。
�
 

| 四国電力サー絢問[1]月 6日~日

四
国
電
力
で
は
、
つ

ね
に
電
気
事
業
と
し
て

の
社
会
的
使
命
を
十
分

什
党
し
、
地
域
に
対
す

る
奉
仕
第

一
の
精
神
で

業
務
を
遂
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
常
の

以
省
の
契
機
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
旬
間
を
設
定

し
、
「
無
駄
を
な
く
そ

う
、
電
気
は
み
ん
な
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
!

?
と
し
て
、

「防
犯
灯
の

点
検
調
布
」
、

「
公
共
地

主
つ
己
泉
会
斤
、
「
在

σ
酉
中
言
�
 」

買

H

え
移
動
相
談
所
の
開
設
」

な
ど
の
行
事
を
実
施
し、

よ
り
一
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
は
か
り
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

青

色

申

告

の
お
す
す
め

徳
島
税
務
署

所
得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
舗

を
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
を
た
て
ま
、
え
と
し
て
い

ま
す
。自

分
で
所
得
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

も
と
と
な
る
毎
日
の
取
り
引
き
を
帳

簿
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
す
。

そ
こ
で
毎
日
の
取
り
引
き
を
帳
簿

に
つ
け
、
正
確
に
所
得
や
税
額
を
山
市

脅
す
る
人
に
は
、
所
得
の
計
算
の
面

な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
り
級

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
背
色
申
告
制
度
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務

署
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

。
老
人
、
病
人
、
幼
児
だ
け
残
し

て
外
出
す
る
と
き
は
、
火
気
の
使

用
を
と
く
に
注
意
し
て
お
く
と
と

も
に
カ
ギ
は
内
側
か
ら
聞
け
や

す
い
も
の
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

体
協
だ
よ
り

。

第
二
十
八
回
全
徳
島
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
で
町
体
協
貯
球
部
優

勝
の
栄
冠

九
月
二
十
七
日
、
山
市
営
総
本
球
場

に
お
い
て

、
国
鉄
気
動
車
区
を
決
勝

戦
で
破
リ
、
念
開
の
優
勝
を
か
ざ
り

十
月
一一
十
八
日
か
ら
滋
剣
燥
大
添
い
巾

で
開
催

の
関
西
大
会
に

出
場
し
ま
し

た
。

⑨

第

二
十
八

回
県
体
育
祭

に
出
場

十
月
六
、
七

日
の
両
日
に
わ

た
り
開
催
の
県

体
育
祭
に
、
軟

式
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
男

女
パ

・レ
|
ボ
|
�
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研
修
を
行
い
、
チ

ュ 

リ
ソ
ヒ

・
ミ

|農業後継者クラブ|

ド
イ
ツ
親
善
交
歓


わ
た
し
た
ち
ド
イ
ツ
親
善
交
歓
団

U

一
行
百
五
十
名
は
、
世
界
青
少
年
交

流
協
会
、
県
の
派
遣
団
と
し
て
、
八

月
二
十
五
日
西
ド
イ
ソ
へ
向
か
い
ま

し
たド

イ
ツ
で
は
、
五
つ
の
班
別
に
ユ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
各
国
青
年
と
の
交

歓
、
民
泊
で
の
生
活
体
験
を
中
心
に

リ
を
栓
て
九
月
十
四
日
帰
国
し
ま
し

た
。私

の
班
は
、
段
初
に
ド
イ
ツ
の
東

南
端
、
ベ
ル
ヒ
テ
ス
カ
ー
テ
ン
の
ユ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
し
、
外
国
背

年
と
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
自
由
に
友

情
を
深
め
ま
し
た
。
毛
色
は
異
な
っ

て
も
、
陽
気
さ
と
ド
ラ
イ
な
点
は
現

代
青
年
共
通
の
も
の
で
、
特
に
イ
タ

リ
ア
人
の
パ
カ
陽
気
さ
が
目
立

っ
て

い
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち

は
、
「
日
本
の
夜
」
を
催
し
、

阿
波

踊
り
、
茶
道
位
一
寸
日
本
独
特
の
も
の
を

披
露
し
て
大
好
評
を
受
け
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で

一
週
間
の
生
活
を
終

に
参
加
し
て


坦国
(
坂
本

彦

ぇ
、
パ
ス
と
国
鉄
に
よ
り
、
民
泊

の

地
、
テ
ユ
ソ
セ
ル
ト
ル
フ
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
名
に
聞
く
ア
ウ
ト
ハ 
1

ン
は
流
布
に
見
事
、
こ
の
国
の
高
速

道
路
の
延
長
距
離
は
、
円
本
の
そ
れ

の
約
十
倍
、
速
度
は
無
制
限
、
ま
さ

に
ド
イ
ツ
の
大
動
脈
で
す
。
列
車
か

ら
な
が
め
た
ト
イ
ツ
は
、
広
々
と
し

た
丘
陵
地
の
小
麦
畑
、
牧
場
の
連
続
。

ラ
イ
ン

川
沿
い
で
は
、
両
障
に
残
る

荒
れ
は
て
た
古
城
と
濁
っ
た
水
の
流

れ
と
が
、
過
去
と
現
存
の
歴
史
の
皮

肉
な
対
比
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
ン

川
の
風

景

く
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
げ
る
と
い
れ
た
が
と
、
華
や
か
な
パ
リ
の
都
は

、

っ
た
よ
う
に
、
凡
版
而
で
万
事
に
ム
忘
れ
得
ぬ
よ
い
忽
い
山
と
な
り
ま
し

ダ
の
な
い
、
厳
し
い
生
活
を
送

っ
て

た

。
町
内
の
ヤ
ン
グ
の
方
々
が
、
と

し
ど
し
海
外
休
験
の
チ
ャ
ン
ス
を
得

最
後
に
、
わ
た
し
自
身
に
と

っ
て
、
ら
れ
ま
す
よ
う
切
望
し
て
い
ま
す
。

デ
ユ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ
は
、
商
業
の

中
心
地
で
、
ビ
ル
街
も
、
通
り
か
う

事
も
重
厚
で
い
か
に
も
ド
イ
ツ
的
な

感
じ
で
す
。
他
の
町
同
様
、
市
内
い

た
る
と
こ
ろ
に
花
と
緑
が
あ
り
ま
し

た
。

こ
の
地
で
、
私
達
二
人
が
お
世

話
に
な

っ
た
ル 

ト
ケ
氏
は
、
国
鉄

-

--・ 

-

-

1
F

‘
包

‘

職
員
の
平
均
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
日

本
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
級
の
ア
パ
ー

ト
に
親
子
五
人
暮
し
。
好
意
的
な
家

庭
で
毎
食
米
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
家
庭
の
ト
イ
レ
に
ま
で
鍵
が

付
い
て
お
り
、
家
の
中
は
掃
除
が
ゆ

き
と
ど
い
て
、
チ
リ

一
つ
孫
ち
て
い

ま
せ
ん
。
生
前
レ
ベ
ル
は
、
日
本
よ

り
数
段
上
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

ド
イ
ツ
人
に
と

っ
て
最
大
の
課
題

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
東
西
ド
イ
ツ

問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
若
者
は
、

も
は
や
川
ド
イ
ツ
を
既
成
の
間
同
士

で
あ
る
と
い
う
受
け
取
り
方
を
し
て

問
題
点
、
わ
た
し
た
ち

の
地
域
の
間

い
ま
す
。
長
い
間
の
幾
多
の
分
川
と

組
、
さ
ら
に
は
、
わ
た
し
た
ち
女
性

併
合
の
歴
史
を
通
じ
、
こ
の
伺
の
人

が
実
に
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
の

l
々
は
激
励
の
時
代
を
厳
し
く
生
き
快

問
題
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
問
題

い
て
い
く
力
を
情

っ
て
き
て
い
る
と

占
勺
疑
問
点
が
う
か
び
あ
が

っ
て
き

さ
え
開
】
い
ま
し
た l
。

ま
す
。

日
間
い
ド
イ
ツ
滞
在
て
印
象
に
残
っ

こ
れ
を
明
確
に
し
、
わ
た
し
た
ち
は


た
の
は
、
環
境
の
素
晴
し
さ
と
人
々

解
決
し
て
い
く
努
力
を
す
る
必
要
が


が
ム
ダ
の
な
い
生
活
を
営
ん
で
い
る

あ
る
と
思
う
の
で
す
。


と
い
う
こ
と
で
す
。
緑
を
大
切
に
し
、

女
に
生
ま
れ
て
い
ち
ば
ん
幸
せ
な


自
然
を
保
殺
し
て
い
ま
す
。

フ
ソ
ト

の
は
今
、
女
に
生
ま
れ
て
い
ち
ば
ん


ポ 

ル
に
熱
狂
し
、
ビ
ー
ル
に
酔
い
、

美
し
い
の
は
今
。
お
き
な
い
と
き
か


バ
カ
ン
ス
を
楽
し
み
、
世
界
屈
指
の

ら
夢
に
見
た
小
さ
な
あ
こ
が
れ
、
嫁


経
済
力
を
誇
り
に
す
る
ド
イ
ツ
人
も
、

ぎ
行
く
、
母
も
ま
た
:
:
そ
し
て
、


-J

戸 

そ
の
反
面
に
は
鎚
を
大
切
に
し
、
リ

・・・
・・
:
・
:
毛
カ
。 

1
7
t
z
a
f
-
--SITz

 

r1
 

F: t
t
r
I
r
-
-
F1
1
r
a

ン
ゴ
は
芯
ま
で
か
じ

り、

若
者
の
多
ド
イ
ツ
の
数
々
の
歴
史
的
遺
産
に
触

い
ま
す
。

女
子
青
年
の
集
い

に
参
加
し
て

県
下
の
女
下
青
年
、
婦
人
が

一
堂

に
集
ま
り
「
母
の
版
」
、
「
娘
の
立
場
」

か
ら
の
率
直
弘
意
見
を
交
換
し
合
う

こ
と
よ
り
い
今
日
、
現
代
女
性
が
お

互
い
の
協
力
で
、

一
少
で
も
解
決
策

へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
、
県
背
連
女
子
育
年

の
集
い
が
、
去
る
、
十
月
十
四
日
徳

島
県
背
年
連
合
会
、
県
婦
人
団
体
連

A
H
会
共
催
で
、
ド
ク
ト
ル

・
チ
エ
コ

講
師
を
招
き
、
徳
島
市
幸
町
、
自
治

会
館
三
階
に
て
、
午
前
九
時
に
開
催

さ

れ

フ

ィ

ル

今

ォ

ー

ラ

ム

分
散
会
、
民
謡
の
集
い
、
全
体
発
表

な
ど
の
日
程
に
も
と
づ
き
、
午
後
五

時
ま
で
の
八
時
間
に
わ
た
り
学
び
ま

し
た
。

女
性
の
小
さ
な
手
で
は
、
と
て
も

受
け
取
る
事
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
日

々
流
れ
こ
む
多
く
の
情
報
、
わ
た
し

た
ち
の
周
囲
を
、
日
常
生
活
を
見
つ

め
て
み
る
と
わ
た
し
た
ち
自
身
の

大

谷
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メら
し
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戸 『 、

「ーーーー -1 本本本本野

;衣 *からっと晴れた日には、

」ー ---

出盛リのイカ、アジ、サン?などを

r11月霜しきりになる故に霜降月 主役にしたナベ料理はいかがでしょ

い風が吹いてくると、 風がはし、りやすく、せっかくの暖房

かぜやぜんそくなど気管の病気が多 の効率をわるくします。この際、目� 

くなります。軽いかぜなら暖かくし 張りなどして暖房効果をあげる工夫

ご
結
婚
お
め
で
と
う

生

田

安

孝

黒
沢
子
衣
子

て、静かに寝ていればたいてい治り をしてみましょ、う。
ますが、ぜんそくのある方は、しろ

うと療法は禁物です。いちど専門医

にみてもらって正しい指導を受けて

ください。「かぜは万病のもと」とい 戸で子
われるのは、かぜのような症状では

じまる重い病気が多いからです。

久沼 三三星星

お
く
や
み
申
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

坂坂坂坂棚 国江渓渓谷谷

必ず寝具を外に出して日に

当てましょう。ほかほかとした綿の

谷

マ

ツ

(

乃

オ

)

海
川

ハ
ル
ノ
(
剖
オ
)

吉
守
琴
代
(
位
オ
)

松
下
コ
マ
ヱ
(
肝
オ 
)

矢
野
キ
ミ
ノ
(
九
オ
)

木
尾
文
一

田
中
忠
雄

西
蔭
計
普

前
野
敏
久

秋
本
三
郎

丸
山
良
照

モ
の


11月を和名で「しもっき」 とし、し、

三いい……」というのが縮まって霜

月といわれるようになったようです。� 

3日は「文化の日」です。昭和21

年のこの目、新憲法が公布されまし

たが、これを記念して、平和への意

志を基盤とする文化の発展や教育の

充実振興をはかり拡大させようとい

うのがその趣旨です。

きて、ことしの立冬は� 7日です。

暦の上に冬が立てばもう寒さはかけ

足でやってきます。

「一ーー ーーーーー「

*tJi:.空気が乾いて、冷� 

ませんから、晴れてさえいたら、日

に当てて干して着るという習慣をつ

けたいものです。

r-ーー ー・1 

1食� l
*農家の軒先に赤〈熟した

L_____I 

かさが目立つこのごろは、

秋もいよいよ終りという感じがしま

す。寒さに向かうこれからは、いま

「
権
利
義
務
守
る
社
会
に
差
別
な
し
」


赤
沢
喜
美
代
さ
ん
(
生
小
六
年
)
入
選

徳
島
県
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
主

た
。
県
下
各
小
学
校
か
ら
多
数
の
応

催
で
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
誼
法

募
の
中
で
、
赤
沢
喜
美
代
さ
ん
(
今

地
行
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
標

山
)
が
入
選
し
ま
し
た
。

語
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

っ。
寒い晩、お勤めから帰 ってポーッ

と上がるなべの湯気で眼鏡がくもる

のは家庭の暖かさを感じさせます。� 

「ー ーーーー ーl 

!住� *11月の声をきくと、そろ� 

~ _ ____J そろ火の気がこいしくなり

ます。ご家庭では、暖房用のストー

ブを押入れから出して、いつでも使

えるように準備しておられることで

しょう。何といっても|暖かいお部屋

は気分の落着く 一家団らんの場です

が、木造家屋は、どうしてもスキ間

長長長長長長
女男女男女男ぬくもりは、お金で買えない味わい

J}l[f圭直知洋康です。寝間着も夏のころとちがって

毎日お洗たくというわけにはまいり 子郎子映子亮
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り扱いすることがあります 0

・利用の方法�  

0)(1

無線電話機 設 置 さ れ る
O 最寄りの無線~話機のある場所の係貝にお申し出く

一 電報 電話局からお知らせー
ださ し、。

・ご注意�  
非常、災害時におけ る通信の途

O この無線回線は、 一 回線を多 くの 市 町 村 が 共 同 で 使
を確保し、勝浦町め孤立化を防止

用するようにな っ ております。
するため、つぎのところに非常、

したがっ て、他の市町村において使用中のときは、
災害時に おけ る連 絡用として無線

使用できませんので、電話内容が緊急を要するもので
電話機 を備えつけてありますので、

あ って、その緊急度とお申し出のj頓に通昔舌 してドただe

緊急の 場 合 に ご利 用ください。
くことになります。

- 無線電信機の備えつ け 場 所  

O 阿 波勝浦電報包括局�  

転
居
届
は
役
場
と
同
時
に
郵
便
局
へ
も

‘ー

な
お
、
古
い
規
格
の
封
筒
�
 (よ
こ

九
勺
以
下
×
た
て

一
四
勺
以
下
)
は、

現
在
使
用
出
来
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
�
 

等
の
た
め
誤

っ
た
と
こ
ろ
に
配
達
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誤
配
達
を
受
け
た
方
は
、
ご
迷
惑

で
も
、
な
る
べ
く
早
く
そ

の
こ
と
を

表
示
し
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と
か
、

み
る
い
は
誤
配
達
を
さ
れ
た
こ
と
を

お
近
く
の
郵
便
局
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い

。
ま
た

、
誤
っ
て
こ
の
郵
便
物
を
聞

い
て
し
ま

っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
補

修
し
、
そ
の
旨
と
こ
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
普
い
た
紙
片
を

つ
け
て
く
だ

さ
い
。

こ
れ
ら
は
、
郵
便
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
お
互
い

の
た
め

に
も
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

勝
浦
郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
�
 

郵
便
が
ま
ち
が

っ
て
配
達
さ
れ
た

l
 

e
方
に
お
願
い

郵
便
局
で
は
、
誤
配
達
の
防
止
に

+
{
疋
形
郵
便
物
の
封
は
き
ち
ん
と

第
一
一
概
定
形
郵
便
物
は
、
密
封
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
き

ち
ん
と
封
を
し
て
く
だ
さ
い

。

シ
ー
ル
は
、
は
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま

ま
す
し
、
ま
た
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め

は
、
他
の
郵
便
物
を
破
損
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。
�
 

'
封
筒
は
、
�
 J
I
S
規
格
の
も
の
を

現
点
、
郵
政
省
で
と
く
に
推
契
し

て
い
る
封
筒
は

、
長
型
四
4
7
 
(

よ
こ

九
日
ン
×
た
て

二

0
・
五
日
ン)
洋
型
二

号
(
よ
こ

一一

二
日ン)
洋
型
五
号
�
 (よ
こ
九
・
五
日
ン

・
七
�
 γ
)
の
種
類
で
す
。

・
四
日
�
 

J

×
た
て
一
六
・

×
た
て

一
二

定
形
郵
便
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

十
分
注
意
し
て
い
ま
す
が
、
た
く
さ

ん
の
郵
便
物

の
中
に
は
、
転
居
し
て

も
郵
便
町
へ
転
居
届
が
さ
れ
て
い
む

か
っ
た
り
、
表
札
や
ア
パ
ー
ト
の
室

番
号
の
表
一ホ
が
は

っ
き
り
し
な
か

っ

勝
イ非

た
り
、
あ
る
い
は
配
達
買
の
不
注
意

浦
壇

停
年
の
余
生
楽
し
く
菊
作
り

ト
ン
ネ
ル
を
山
れ
ば
紅
葉
の
円
以
と
な
る

い
と
狭
き
下
宿
の
窓
や
秋
灯

咲
き
満
ち
て
萩
は
狭
縫
を
領
し
け
り

鬼
灯
の
仙
熟
れ
て
暑
さ
も
峠
越
す

池
山
人
き
服
そ
の
ま
ま
に
夜
学
生

病
取
引
を
告
げ
得
ず
看
護
る
夜
の
長
き

無
花
果
の
色
付
き
初
む
日
和
か
な

木
の
葉
裏
返
し
て
吹
く
や
初
嵐

母
を
呼
ぶ
子
は
鬼
灯
を
手
の
中
に

月
落
ち
て
夜
学
の
灯
箪
に
引
く

山
萩
の
道
を
狭
め
て
美
し
く

長
き
夜
を
限
れ
ぬ
ま
ま
に
物
思
う

受
珠
沙
華
赤
く
垂
リ
帥
仰
の
畦
飾
る

虫
痛
み
し
て
鬼
灯
の
紅
ほ
の
か

明
然
、
し
ロ
�
 1

カ
ル
駅
の
薗
き
椅
子

老
い
も
亦
人
ご
と
な
ら
じ
老
人
臼

月
を
掃
く
す
す
き
は
吾
の
背
丈
越
す

受
入
れ
の
準
備
に
迫
わ
れ
密
柑
狩
リ

横今生沼沼沼沼沼沼持ト持卜 J卦持卜布石生中柵積

瀬山名�  i工江江江江江谷谷谷谷原原、:1'，山�  !jl'f'制

山

口

湖

月

太
田
赤
山
人

武

藤

花

璃

天
羽

百

歩

O 高鉾郵便局

・ご利用できるとき�  

O 天災、地変等によ っ て、 一 般

の 電話が使用できないときであ

っ て、災害救助また は 復 旧 な ど

の1R要な連絡をする場合

・通話の制限�  

O 災害のときの欝報伝達、非常通話、緊急通話に限り

ます。(従事技も、この内容のものは取り扱います。)

た だし、続災者のかたが行う通話とか町内のf包括が

一時的 に か か ら な く なったような場合においては、耳R

設置 された無線電話機

可，，‘‘，，� 
‘
，
‘，
�
 

6

・
�
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4
.

.

.

 

，‘，，‘.� a
‘，
�
 

一


丸

山

香

月


大

柳

治

代


一

…
�
 

稼

勢

銀

星

・0
・6
・
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�
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�
 

6

・

4
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0

・
�
 0
・
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0

・

6

0

・
�
 

r

o

py 
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一一一

、、

大

西

芽

粁

一
広
報
の
編
集
に
つ
い
て
一

瀬

戸

白

崎

.o
A

o

山
丸
�
 ff
桧

駒

津

光

洋

一

か
つ
う
ら
広
報
は
、
い
ま
ま
�
 …

一

で
住
民
福
祉
課
が
編
集
し
て
い

一

野
上
す
み
れ

一

ま
し
た
が
、
事
務
機
構
の
改
革

一

橋

谷

里

曙

梅
山
み
づ
ほ

一

に
よ
っ
て
、
十

一
月
発
行
分

一

紺

堂

喜

金

一

(第
四
十

一
号
)
か
ら
文
書
広

一

中

国

静

笑

一

報
課
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

一

小
室一

未
成

明
る
い
話
阻
や
生
活
の
ア
イ

一

小
室

五
月

一

デ
ィ
ア
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
…

大

岡

初

音

文
瞥
広
報
課
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